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今月の主な内容

■平成27年度大山崎町当初予算 Ｐ２
■新しく職員が加わりました Ｐ６
■新しい公園の名称が「天王山夢ほたる公園」に決定しました Ｐ８
■京都府地域力再生プロジェクト支援事業交付金のご案内 Ｐ９
■水道料金の改定のお知らせ Ｐ９
■５月12日は民生委員・児童委員の日です Ｐ10
■「天王山プレミアム商品券」取扱店募集のお知らせ Ｐ10
■嘱託員（学童保育指導員、保健師）を募集します Ｐ11
■お琴を弾いてみませんか Ｐ12
■個人番号（マイナンバー）カードを交付します Ｐ12
■サントリーウイスキー山崎　ＴＶコマーシャルの舞台を訪ねて Ｐ13
■天下分け目の天王山・山崎合戦の地を歩く Ｐ13
■情報公開・個人情報保護制度 Ｐ14
■お知らせします。投開票結果 Ｐ15 町立各保育所入所式、町立各小・中学校入学式が行われました。

今年取材したのは大山崎小学校。担任の先生に連れられて元気
いっぱい入場した新１年生たちは、一人ひとり名前を呼ばれる
と大きく手を上げて「はい！」と答えていました。

ご入所・ご入学おめでとうございます！
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一
般
会
計
予
算
は

議
員
修
正
案
を
も
っ
て
可
決

　
平
成
27
年
度
大
山
崎
町
の
一
般
会
計
当

初
予
算
案
は
、
２
月
25
日
か
ら
開
か
れ
た

町
議
会
平
成
27
年
第
１
回
定
例
会
の
予
算

決
算
常
任
委
員
会
の
審
議
に
お
い
て
、
賛

成
少
数
に
よ
り
否
決
と
な
り
ま
し
た
。
争

点
は
、
都
市
計
画
税
導
入
に
向
け
た
シ
ス

テ
ム
改
修
費
用
と
、
保
育
所
民
営
化
に
向

け
た
調
査
研
究
費
用
の
２
項
目
。そ
の
後
、

こ
の
２
項
目
を
削
除
し
、
こ
れ
に
対
応
す

る
合
計
４
６
９
万
４
千
円
を
予
備
費
へ
と

組
み
替
え
た
修
正
案
が
議
員
か
ら
提
出
さ

れ
、
３
月
23
日
の
最
終
本
会
議
に
お
い
て

可
決
成
立
し
ま
し
た
。
な
お
水
道
事
業
会

計
を
含
む
そ
の
他
の
特
別
会
計
に
つ
い
て

は
原
案
ど
お
り
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

前
年
度
か
ら
実
質

２
億
１
，２
７
０
万
円
の
大
幅
増

　
平
成
27
年
度
の
当
初
予
算
は
政
策
目
標

で
あ
る
「
希
望
と
誇
り
あ
る
大
山
崎
町
」

の
実
現
に
向
け
て
、「
笑
顔
が
生
ま
れ
る

ま
ち
づ
く
り
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
過
去
か

ら
の
課
題
・
直
近
の
課
題
・
新
た
な
課
題

へ
の
対
応
の
た
め
、
緊
急
性
、
必
要
性
の

高
い
事
業
を
中
心
に
新
規
事
業
を
積
極
的

に
計
上
し
ま
し
た
。

　
予
算
総
額
は
、
臨
時
財
政
対
策
債
な
ど

の
借
り
換
え
に
伴
う
予
算
額
８
，
３
３
０

万
円
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
除
い
た

額
を
、
同
じ
く
借
り
換
え
分
を
除
い
た
前

年
度
当
初
予
算
額
と
比
較
す
る
と
、
実
質

的
に
は
２
億
１
，
２
７
０
万
円
（
４
％
）

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

地
方
創
生
の
取
組
み

　
本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
が
到
来
す
る

中
で
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
地

域
で
住
み
よ
い
環
境
を
確
保
し
将
来
に
わ

た
っ
て
活
力
あ
る
日
本
を
維
持
す
る
た

め
、
昨
年
末
に
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
法
」
が
制
定
さ
れ
、
各
市
町
村
に
お

い
て
施
策
を
総
合
的
・
計
画
的
に
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、平
成
27
年
度
に「
総

合
戦
略
」
を
策
定
し
、
重
点
施
策
で
あ
る

「
地
域
振
興
」
や
「
子
育
て
支
援
」
の
取

組
み
と
あ
わ
せ
、
町
の
活
性
化
の
た
め
の

取
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

平成27年度

大山崎町当初予算
～笑顔が生まれるまちづくり～
問＝政策総務課財政係　☎956－2101（内341）

一般会計予算　55億7,900万円

重点施策①
地域振興
～おおやまざき
魅力倍増計画～

「まちづくり会議」準備事業【新規】 18万円

総合計画策定業務 861万円

大山崎町総合戦略策定経費（地方創生関連事業） 1,000万円

消費喚起プレミアム商品券発行事業（地方創生関連事業） 1,400万円

観光資源発掘事業（地方創生関連事業） 800万円

地域活性化事業【新規】 200万円

京都西の観光負担金【新規】 10万円

公園花のアンバサダー【新規】 6万円

史跡大山崎瓦釜跡整備事業 750万円

重点施策②
子育て支援・
教育環境向上
～おおやまざきの
未来を支える
子どもたちの
ために～

大山崎小学校北校舎屋根防水改修工事【新規】 870万円

大山崎小学校北校舎１・２階トイレ改修工事【新規】 3,370万円

第二大山崎小学校老朽修繕工事【新規】 1,491万円

町立小学校スチームコンベクションオーブン設置事業【新規】 420万円

大山崎中学校スクールランチ事業【拡充】 450万円

子育て支援医療費助成事業【拡充】 600万円

保育所遊戯室等エアコン更新事業【新規】 240万円

定期予防接種費用助成【拡充】 30万円

学童施設「なかよしクラブ」建替工事 7,950万円

第３子以降の保育料無償化　※所得制限あり（地方創生関連事業） 800万円

重点施策③
防災・減災、
都市基盤整備
～おおやまざきの
全ては安心・安全

から～

ＪＲ山崎駅バリアフリー化調査業務委託【新規】 200万円

排水ポンプ場大規模改修工事【新規】 1,300万円

大山崎第一雨水幹線改良工事【新規】 2,400万円

鏡田地区浸水対策工事【新規】 50万円

円明寺が丘団地側溝改修設計業務委託【新規】 2,024万円

下植野団地側溝改修設計業務委託【新規】 1,109万円

橋りょう補修設計業務委託【新規】 2,337万円

東西線舗装設計業務委託・舗装工事【新規】 3,400万円

下植野団地側溝改修その６工事【新規】 1,356万円

町道舗装工事 1,250万円

円明寺線第48号新設工事 5,733万円

公園遊具保守点検業務委託【新規】 273万円

避難所備蓄物資整備 180万円

消防団装備等の充実強化【新規】 200万円

避難所無線ＬＡＮ環境整備事業 265万円

避難所太陽光パネル設備設置事業【新規】 7,584万円

自主防災組織コミュニティ助成事業【新規】 200万円

入札監視委員会の設置【新規】 10万円

公共施設等総合管理計画策定業務【新規】 700万円

重点施策④
その他

町議会本会議場機器更新事業【新規】 1,000万円

総務事務集約事業【新規】 342万円

「なごみの郷」冷暖房修繕【新規】 400万円

もの忘れ検診事業【新規】 61万円

円明寺線第10号植樹工事 491万円

平成27年度の重点施策と各事業の予算額
　※一部の事業については26年度からの繰越事業 (万円未満切捨)

平成27年度会計別予算額の内訳

会
計
名

平
成
27
年
度
予
算

一
般
会
計

55
億
７
，
９
０
０
万
円

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

18
億
７
３
１
万
円

下
水
道
事
業
特
別
会
計

5
億
６
，
８
２
０
万
円

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

12
億
６
，
２
６
６
万
１
千
円

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
事
業
特
別
会
計

２
億
２
，
９
９
８
万
７
千
円

区
有
財
産
管
理
特
別
会
計

３
，
７
８
６
万
7
千
円

特

別

会

計

合

計

39
億
６
０
２
万
５
千
円

水

道

事

業

会

計

8
億
７
，
２
８
０
万
５
千
円

総
　

計

１
０
３
億
５
，
７
８
３
万
円

平成27年度　大山崎町当初予算
希望と誇りある大山崎町を目指して

山
本
町
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　「
今
回
提
案
い
た
し
ま
し
た
平
成
27
年

度
一
般
会
計
当
初
予
算
案
が
議
会
で
一
部

修
正
さ
れ
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
非
常

に
残
念
な
結
果
で
し
た
。
修
正
内
容
と
し

て
、
都
市
計
画
税
関
連
経
費
お
よ
び
保
育

所
民
営
化
関
連
経
費
が
削
除
と
な
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
は
い
ず
れ
も
こ
の
ま
ち
の
将

来
を
見
据
え
た
私
の
強
い
思
い
と
し
て
計

上
し
た
も
の
で
す
。

　
私
は
、
今
回
の
修
正
に
つ
い
て
は
私
自

身
の
議
会
に
対
す
る
説
明
不
足
に
尽
き
る

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
改
め
て
議

員
各
位
に
し
っ
か
り
と
説
明
し
、
引
き
続

き
議
会
に
お
い
て
、
今
後
の
こ
の
ま
ち
の

あ
り
よ
う
に
つ
い
て
闊か

っ
達た
つ

に
議
論
を
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。」
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平成27年度　大山崎町当初予算

　
今
年
度
の
歳
出
予
算
の
特
徴
を
性
質
別

に
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
人
件
費
、
扶

助
費
、
公
債
費
を
合
わ
せ
た
義
務
的
経
費

全
体
で
１
億
１
，０
９
６
万
７
千
円
（
４
・

３
％
）
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
普
通
建
設
事
業
費
な
ど
の
投
資
的
経
費

は
５
，
０
７
９
万
５
千
円
（
12
・
５
％
）

の
増
額
。
こ
れ
は
主
に
、
道
路
整
備
等
の

工
事
費
お
よ
び
雨
水
対
策
の
工
事
費
の
増

に
よ
る
も
の
で
す
。
以
前
か
ら
、
生
活
道

路
関
係
の
要
望
は
非
常
に
大
き
な
も
の
が

あ
り
ま
し
た
が
、
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
、
十
分
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
し
っ
か
り
と
し
た

都
市
基
盤
整
備
は
安
心
安
全
の
土
台
、
暮

ら
し
の
土
台
で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、
積

極
的
に
計
上
。
ま
た
工
事
そ
の
も
の
だ
け

で
な
く
、
側
溝
改
修
な
ど
の
設
計
業
務
も

多
く
行
い
ま
す
。
今
後
も
、
こ
れ
ら
を
元

に
長
期
的
な
整
備
を
計
画
的
に
進
め
て
い

き
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
教
育
環
境
の
向
上

の
た
め
、
町
立
小
学
校
の
老
朽
に
伴
う
整

備
工
事
や
ト
イ
レ
改
修
工
事
な
ど
を
行
い

ま
す
。

　
維
持
補
修
費
は
１
，
２
６
９
万
３
千
円

（
23
・
６
％
）
の
増
額
。
こ
れ
は
各
施
設

の
老
朽
に
伴
う
設
備
更
新
や
修
繕
費
用
の

増
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、繰
出
金
は
３
，２
１
４
万
円（
６
・

６
％
）
の
増
額
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は

　
歳
入
の
根
幹
と
な
る
町
税
は
、
主
に
景

気
回
復
の
兆
し
に
よ
る
個
人
町
民
税
の
増

収
と
、
町
内
大
手
企
業
の
設
備
投
資
の
状

況
な
ど
に
よ
る
固
定
資
産
税
の
増
収
を
見

込
み
、
前
年
度
と
比
べ
３
，
２
７
７
万
３

千
円
の
増
額
計
上
。
国
か
ら
の
地
方
交
付

税
は
、
前
年
度
と
比
べ
２
，
５
０
０
万
円

増
額
の
５
億
２
千
万
円
を
計
上
。
地
方
交

付
税
の
不
足
分
を
穴
埋
め
す
る
臨
時
財
政

対
策
債
は
、
前
年
度
同
額
の
３
億
２
千
万

円
。
こ
れ
ら
の
主
な
経
常
一
般
財
源
（
財

源
の
使
途
が
自
由
で
毎
年
経
常
的
に
収
入

さ
れ
る
も
の
）
は
合
計
で
34
億
４
，
１
３

７
万
３
千
円
と
な
り
、
前
年
度
と
比
較
し

て
約
５
，
８
０
０
万
円
の
増
額
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
前
年
度
は
臨
時
的
な
収
入
と
し

て
旧
庁
舎
跡
地
の
売
却
収
入
１
億
２
千
万

円
を
計
上
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
は

そ
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
町

債
（
借
入
金
）
の
発
行
や
、
町
の
貯
金
で

あ
る
財
政
調
整
基
金
の
残
高
見
込
約
３
億

２
，
９
０
０
万
円
か
ら
２
億
８
，
７
０
０

万
円
を
取
り
崩
す
こ
と
で
歳
入
不
足
を
カ

バ
ー
。
こ
れ
に
よ
り
前
年
度
と
同
じ
く
、

か
ろ
う
じ
て
歳
入
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス
を
と

っ
て
い
ま
す
。

【
町
債
の
状
況
】

　
町
債
と
は
、
町
の
借
入
金
の
こ
と
。
主

に
公
共
施
設
を
整
備
す
る
と
き
な
ど
に
発

行
し
、
借
り
入
れ
た
お
金
の
返
済
を
長
期

間
分
散
し
て
行
う
こ
と
で
、
施
設
を
将
来

利
用
す
る
方
に
も
費
用
を
負
担
し
て
も
ら

う
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　
町
債
が
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
の
は
、

主
に
臨
時
財
政
対
策
債
の
増
に
よ
り
ま

す
。
残
高
の
６
割
以
上
を
占
め
て
お
り
、

こ
の
返
済
に
か
か
る
費
用
は
、
地
方
交
付

税
と
し
て
次
年
度
以
降
に
国
か
ら
全
額
交

付
さ
れ
ま
す
。

歳
入
▼
▼
▼
▼

歳
出
▼
▼
▼
▼

27年度 前年度比

町
民
税

個人 7億9,787万4千円 2.8%

法人 2億4,700万円 △ 1.4%

計 10億4,487万4千円 1.8%

固定資産税 14億4,334万9千円 1.6%

軽自動車税 1,715万円 5.1%

町たばこ税 9,600万円 △ 8.7%

計 26億137万3千円 1.3%

町税の内訳 町債残高の推移

町民ひとりあたりの予算額は…
住民　15,436人（平成27年４月１日現在の住民基本台帳人口）

歳入
54億
9,570万円
（構成比）

町税
26億137万3千円
（47.3％）

地方譲与税 2,900万円（0.5％）
配当割交付金 1,200万円（0.2％）
地方特例交付金 900万円（0.2％）
自動車取得税交付金 700万円（0.1％）
利子割交付金 600万円（0.1％）
株式等譲渡所得割交付金 600万円（0.1％）
交通安全対策特別交付金 320万円（0.1％）

諸収入 1億90万7千円（1.8％）
使用料及び手数料 7,073万1千円（1.3％）
財産収入 1,777万9千円（0.3％）
寄附金 961万2千円（0.2％）
繰越金 500万円（0.1％）

分担金及び負担金
1億494万2千円
（1.9％）

繰入金
3億2,480万4千円（5.9％）

国庫支出金
4億6,989万1千円

（8.6％）

町債
5億3,760万円

（9.8％）

地方交付税
5億2,000万円

（9.5％）

府支出金
4億86万1千円

（7.3％）

地方消費税交付金
2億6,000万円
（4.7％）

自主財源
32億3,514万8千円（58.9%）
依存財源
22億6,055万2千円（41.1％）

歳入 内訳グラフ

※町債から借換債8,330万円を除いています

※公債費から借換債8,330万円を除いています ※公債費から借換債8,330万円を除いています

歳出
54億
9,570万円
（構成比）

人件費
13億1,815万9千円
（24.0％）

扶助費
8億9,850万6千円
（16.3％）

物件費
10億1,992万2千円

（18.6％）

補助費等
6億6,942万円
（12.2％）

普通建設事業費
4億5,643万円

（8.3％）

公債費
4億9,099万8千円
（8.9％）

維持補修費 6,658万7千円 （1.2％）
貸付金 2,600万円 （0.5％）
積立金 1,468万1千円 （0.3％）
その他 1,469万4千円 （0.3％）

義務的経費　27億766万3千円（49.3％）
任意的経費　27億8,803万7千円（50.7％）

歳出 性質別グラフ

繰出金
5億2,030万3千円

（9.5％）

　平成25年度決算においては、実
質単年度収支が平成17年度以来と
なる赤字となりました。これは、
平成25年度の歳入だけで歳出を賄
うことができず、財政調整基金（町
の貯金）の取り崩しにより、歳入
不足を補ったものです。財政の弾
力性を示す指数である「経常収支
比率※」については、平成25年度
決算で97.0％、平成21年度からの
５か年平均では94.5％であり、ゆ
とりのない財政状況が続いていま
す。
　今年度も社会経済情勢によって
は歳入不足となる可能性があり、
また、中長期的に見たときにも、
少子高齢化が加速度的に進み、人
口減少社会に突入する中で、生産
年齢人口の減少等から税収減が見
込まれる一方、扶助費など社会保
障関係経費等の増加は避けて通る
ことはできません。
　財政状況は一層厳しさを増して
いる状況ですが、着々と町の抱え
る諸課題の解決に取り組んでいく
こととしておりますので、町民の
方々のご理解とご支援をお願いし
ます。

町の
財政状況

23年度

24年度

25年度

26年度
（見込額）

27年度
（見込額）

 49億4,120万7千円

 49億9,767万9千円

 49億9,058万1千円

 51億7,171万3千円

 52億8,220万7千円

その他 臨時財政対策債

水
道
事
業
会
計
へ
の
繰
出
金
１
，
５
０
０

万
円
の
増
額
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
へ

の
繰
出
金
１
，
０
０
０
万
円
の
増
額
な
ど

に
よ
り
ま
す
。

民生費 教育費 総務費 土木費

町全体 19億154万８千円 ６億8,799万４千円 ７億2,231万２千円 ５億5,782万１千円

１人あたり 123,189円 44,571円 46,794円 36,138円

公債費 衛生費 消防費 議会費・農林
商工費その他

町全体 ４億9,099万８千円 ４億7,946万８千円 ４億4,423万１千円 ２億1,132万８千円

１人あたり 31,809円 31,062円 28,779円 13,691円

※経常収支比率
町税や地方交付税など使い道が自由な一般
財源に対する、必ず支出しなければならな
い経費の割合。100％に近いほど財政にゆ
とりがないことになります。



広報おおやまざき7 2 0 1 5 . 5 6広報おおやまざき2 0 1 5 . 57

　３月に大学を卒業して、採用になりました。大山崎町には鳥居前古墳
や大山崎瓦窯跡をはじめとする遺跡や、国宝をはじめとする文化財が多
くあります。これらを最大限生かせるように尽力します。よろしくお願
いします。

　大山崎町の職員として働くことができ、大変嬉しく思っています。こ
れまでの経験や人とのつながりを大切にしながら、この地域を愛するこ
とのできる職員になりたいと思っています。よろしくお願いします。

　今年から大山崎町職員になった和田樹です。前職では図書館司書をし
ていました。まだまだわからないことも多いですが、住民の皆さんのお
役に立てるよう頑張りますのでよろしくお願いします。

　わからないことばかりで皆さんにご迷惑をおかけすることもあるかと
思いますが、精一杯がんばりますのでよろしくお願いします。

新しく職員　が 加わりました

角  早季子
スミ・サキコ

菅生　 薫
スゴウ・カオル

和田　 樹
ワダ・イツキ

清水 朱耶
シミズ・アヤ

教育委員会　生涯学習課　文化芸術係

教育委員会　生涯学習課　生涯学習・スポーツ振興係

健康福祉部　健康課　保健医療係

健康福祉部　福祉課　児童福祉係　保育所勤務

平成27年４月１日から、大山崎町役場に新しい職員が加わりました。
それぞれの部署でがんばっていますので、どうぞよろしくお願いいたします。
政策総務課総務係　☎956-2101（内321）

平成27年４月１日から 役場の組織が変わりました

　役場の組織の改正を行いました。改正内容は、下記のとおりです。
① 政策総務課内の秘書広報係と企画調整係を統合し、観光に関する業務を加え、新たに企
画観光係を新設。

②経済環境課内の経済観光係は、農林商工係に名称を変更。
③ 教育委員会生涯学習課内の生涯学習係とスポーツ振興係を統合し、新たに生涯学習・ス
ポーツ振興係を新設。

④行政委員会の事務局の所管を変更。

【変更になった部署】

問＝政策総務課企画観光係（内313）

 総務部
　政策総務課　
　　秘書広報係・
　　企画調整係・
　　
 環境事業部
　経済環境課
　　経済観光係・　

 教育委員会事務局
　生涯学習課
　　生涯学習係　　・
　　スポーツ振興係・

　監査委員
　　監査室（政策総務課兼務）・

　固定資産評価審査委員会
　　固定資産評価審査委員会事務局
　　（政策総務課内）　　　　　　　・

　公平委員会
　　公平委員会事務局（政策総務課内）・

 総務部
　政策総務課　
　　企画観光係（新設）

 環境事業部
　経済環境課
　　農林商工係（名称変更）

 教育委員会事務局
　生涯学習課
　　生涯学習・スポーツ振興係（新設）

　監査委員
　　監査室（議会事務局兼務）

　固定資産評価審査委員会
　　固定資産評価審査委員会事務局
　　（議会事務局内）

　公平委員会
　　公平委員会事務局（議会事務局内）

平成27年３月31日まで 平成27年４月１日から
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▲ 安心で安全な水道水を供給できる府営水道第二受水場を
建設しています。（平成27年３月30日時点）

新しい公園の名称が
「天王山夢ほたる公園」

に決定しました！

上水道料金一覧表（２ヵ月）
基本料金 超過料金

種別 水量（㎥） 料金（円） 水量（㎥） 料金（円）

家事用 10 3,200

11 ～ 20 30
21 ～ 40 210
41 ～ 60 240
61 ～ 100 265
101 ～ 200 290
201 ～ 315

営業用・
官公署用 40 10,000

41 ～ 60 285
61 ～ 100 315
101 ～ 325

工場用 200 54,000

201 ～ 1000 285
1001 ～ 2000 315
2001 ～ 4000 340
4001 ～ 10000 365
10001 ～ 390

浴場用 200 17,620 201 ～ 100
臨時用 40 15,860 41 ～ 395

※ 水道料金の額は、上記の表により計算し
た額に消費税相当額が加算されます。
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天王山夢ほたる公園

　
町
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
公
園

で
あ
り
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
平
成
27
年
３
月
に

（
仮
称
）
夢
ほ
た
る
公
園
の
名
称
を
公
募
し
ま
し

た
。

　
い
た
だ
い
た
候
補
の
中
か
ら
、
平
成
27
年
４
月

17
日
に
開
催
し
た
名
称
選
定
委
員
会
に
て
選
定
し

た
結
果
、「
天
王
山
夢
ほ
た
る
公
園
」
に
決
定
し

た
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

  

公
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要
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設
課
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計
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オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

「
天
王
山
ハ
ー
ト
♥
フ
ェ
ス
タ
」

を
開
催
し
ま
す
！

　
天
王
山
夢
ほ
た
る
公
園
は
、
大
型
遊
具
や
野

外
ス
テ
ー
ジ
を
備
え
た
楽
し
い
公
園
で
す
。
ぜ

ひ
皆
さ
ん
で
遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
。

　
記
念
す
べ
き
オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ
、
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。
盛
り
だ
く
さ
ん
の
楽
し
い

企
画
で
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。
当
日
飛
び
入
り
の
出
演
も
歓
迎
し
ま
す
。

と
き
＝
５
月
16
日
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午
前
10
時
〜
午
後
３
時

内
容
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大
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崎
町
在
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の
ア
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テ
ィ
ス
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「
わ
た
な
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う
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住
民
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に
よ
る
ダ
ン
ス
や
演
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な
ど
の
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
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天
王
山
ま
ー
け
っ
と
…
大
山
崎
町
内
の
お
店

中
心
の
お
弁
当
や
焼
き
た
て
パ
ン
な
ど
の
飲

食
ブ
ー
ス

○ 
町
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
有
志
に
よ
る
竹
細
工
や

バ
ル
ー
ン
等
の
手
作
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

※
雨
天
時
は
変
更
が
あ
り
ま
す

問
＝
天
王
山
に
ぎ
わ
い
実
行
委
員
会

☎
０
９
０
―
９
６
１
２
―
５
９
１
４

平成27年度

京都府地域力再生プロジェクト支援事業交付金のご案内
　
京
都
府
で
は
、
地
域
に
暮
ら
す
皆
さ
ん
が
協
力

し
、
自
主
的
に
暮
ら
し
や
す
く
魅
力
的
な
地
域
に

し
よ
う
と
取
り
組
む
「
地
域
力
再
生
活
動
」
を
支

援
し
ま
す
。

対
象
事
業
＝
環
境
保
全
や
子
育
て
支
援
、
防
災
・

防
犯
な
ど
、
地
域
の
方
々
が
取
り
組
む
地
域
力
再

生
活
動

対
象
団
体
＝
地
域
住
民
が
主
体
的
に
参
画
し
、
地

域
力
再
生
に
取
り
組
む
団
体
（
法
人
格
の
有
無
は

不
問
）

※ 

営
利
を
主
と
す
る
団
体
や
特
定
の
政
治
・
思
想

に
関
わ
る
団
体
、
暴
力
団
に
関
わ
る
団
体
な
ど

は
対
象
外

支
援
メ
ニ
ュ
ー

○ 

一
般
（
公
共
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
…
地
域
住
民
が
協

力
し
て
自
主
的
に
、
暮
ら
し
や
す
い
魅
力
的
な

地
域
に
し
よ
う
と
取
り
組
ま
れ
る
地
域
力
再
生

活
動
を
支
援
。

※ 

そ
の
他
に
も
支
援
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

交
付
率
、
交
付
限
度
額
＝
支
援
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
締
切
＝
６
月
１
日
月

申
請
方
法
＝
所
定
の
申
請
書
を
、
事
業
を
実
施
す

る
地
域
の
市
町
村
に
提
出
（
京
都
市
域
は
京
都
府

府
民
力
推
進
課
に
提
出
）
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

申
請
書
（
募
集
要
項
）
は
、
役
場
１
階
情
報
コ

ー
ナ
ー
お
よ
び
政
策
総
務
課
企
画
観
光
係
に
置

い
て
い
ま
す
。
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

申
請
先
＝
政
策
総
務
課
企
画
観
光
係

（
３
階
32
番
窓
口
）　

問
＝
京
都
府
府
民
生
活
部
府
民
力
推
進
課

（
地
域
力
再
生
担
当
）
☎
４
１
４
―
４
４
５
２

平
成
27
年
４
月
1
日
か
ら

水
道
料
金
を
値
下
げ
し
ま
し
た

　
京
都
府
営
水
道
の
供
給
料
金
が
引
下
げ
ら
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
水
道
料
金
を
平
均
３
・
４
％
引
下

げ
ま
し
た
。

　
今
回
の
改
定
は
、
家
事
用
に
つ
い
て
は
、
基
本

料
金
と
超
過
料
金
を
値
下
げ
し
ま
す
。
一
般
家
庭

の
標
準
的
な
使
用
水
量
（
40
立
方
メ
ー
ト
ル
、
１

カ
月
20
立
方
メ
ー
ト
ル
×
２
カ
月
）
で
８
，
３
１

６
円
（
税
込
）
と
、月
額
３
２
４
円
（
税
込
）、３
・

７
％
の
引
下
げ
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
営
業
用
、
学
校
官
公
署
用
、
工
場
用
に

つ
い
て
も
水
道
利
用
者
全
体
に
引
下
げ
の
効
果
が

反
映
さ
れ
る
改
定
に
し
ま
し
た
。

新
料
金
の
適
用
時
期

　
平
成
27
年
度
２
期
分
（
７
月
検
針
分
）
か
ら
改

定
後
の
料
金
を
適
用
し
ま
す
。
ま
た
、
平
成
27
年

５
月
１
日
以
降
に
開
栓
、
名
義
変
更
さ
れ
る
場
合

は
、
改
定
後
の
料
金
を
適
用
し
ま
す
。

　
平
成
27
年
５
月
１
日
以
前
か
ら
水
道
を
使
用
さ

れ
て
い
る
方
の
平
成
27
年
１
期
分（
５
月
検
針
分
）

は
、
改
定
前
の
料
金
と
な
り
ま
す
。
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